


ジ
ェ
ン
ダ
ー

女
性
問
題
に
つ
い
て
学
ぶ
う
え
で
知
っ
て
お
き

た
い
こ
と
の
一
つ
に
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー(gender)

」

と
い
う
こ
と
ば
が
あ
り
ま
す
。

か
ら
だ
の
構
造
等
生
物
学
的
に
は
男
女
が
異
な

る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
が
、
こ
の
生
物
学
的
な
性

（
性
別
）
の
こ
と
を
「
セ
ッ
ク
ス(sex)

」
と
呼
ん

で
い
ま
す
。
一
方
で
「
社
会
的
・
文
化
的
に
つ
く

ら
れ
た
性
」
の
こ
と
を
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
と
呼
び

ま
す
。
性
に
は
こ
の
二
つ
の
と
ら
え
方
が
あ
り
ま

す
。と

こ
ろ
で
、「
男
ら
し
さ
・
女
ら
し
さ
」
に
代
表

さ
れ
る
男
女
の
行
動
や
態
度
・
性
格
等
は
、
性
別

に
よ
っ
て
自
然
に
備
わ
っ
て
い
る
も
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
う
い
う
も
の
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
性
別

よ
り
も
む
し
ろ
個
人
差
の
方
が
多
い
と
思
い
ま
せ

ん
か
。
人
類
学
者
や
性
科
学
者
の
研
究
に
よ
っ
て
、

「
男
ら
し
さ
・
女
ら
し
さ
」
等
の
多
く
は
社
会
・
文

化
・
時
代
に
よ
り
違
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、

こ
の
よ
う
な
性
差
は
社
会
の
と
り
き
め
に
す
ぎ
な

い
も
の
と
さ
れ
た
の
で
す
。
こ
れ
が
「
ジ
ェ
ン
ダ

ー
」
で
す
。

そ
し
て
、
日
常
生
活
の
上
で
男
女
が
受
け
る
制

約
は
生
物
学
的
な
性
別
よ
り
も
む
し
ろ
こ
の
ジ
ェ

ン
ダ
ー
に
よ
る
部
分
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
男
性
に
振
り
分
け
ら
れ
る
ジ
ェ
ン

ダ
ー
は
女
性
に
振
り
分
け
ら
れ
る
そ
れ
よ
り
も
上

位
に
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
男
女
間
の

不
平
等
や
性
差
別
、
固
定
的
な
役
割
分
担
を
助
長

し
て
き
ま
し
た
。

自
分
の
身
の
ま
わ
り
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て

み
て
く
だ
さ
い
。
い
つ
の
間
に
か
慣
習
化
し
て
し

ま
い
、
そ
れ
が
「
自
然
」
で
「
当
然
」
な
こ
と
と

思
い
こ
ん
で
い
る
男
女
の
区
分
が
と
て
も
多
い
の

に
気
づ
く
こ
と
で
し
ょ
う
。「
ど
う
し
て
男
は
仕
事

で
女
は
家
事
・
育
児
な
の
か
」
と
い
っ
た
身
近
な

と
こ
ろ
か
ら
は
じ
め
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
一
人

ひ
と
り
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
と
ら
わ
れ
な
い
考
え
方

や
態
度
を
身
に
つ
け
、
そ
う
し
た
視
点
か
ら
一
つ

ず
つ
見
直
し
て
い
く
こ
と
が
男
女
平
等
の
社
会
に

つ
な
が
る
の
で
す
。

作
ら
れ
た
性
差
な
ら
必
ず
作
り
直
す
こ
と
が
で
き

る
は
ず
で
す
。

平成11年（1999年）1月1日 2

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

県
民
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
は
、「
ア
ジ
ア
こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
の
開
催
や
保
健
・
福
祉
の
拠
点

「
和
歌
山
ビ
ッ
グ
愛
」
の
竣
工
な
ど
明
る
い

話
題
が
あ
る
一
方
、
毒
物
カ
レ
ー
事
件
の

ほ
か
、
景
気
低
迷
に
伴
う
倒
産
や
台
風
の

被
害
な
ど
、
厳
し
さ
が
目
立
っ
た
年
と
な

り
ま
し
た
。

私
た
ち
県
議
会
は
、
県
民
の
皆
様
が
夢

と
希
望
を
持
て
る
将
来
展
望
を
切
り
開
く

た
め
、
和
歌
山
新
時
代
に
向
け
た
諸
施
策

の
推
進
に
全
力
を
傾
け
る
決
意
を
新
た
に

し
て
い
ま
す
。

本
年
春
か
ら
の
南
紀
熊
野
体
験
博
は
、
必

ず
や
多
く
の
人
々
に
新
鮮
な
感
動
を
呼
び

覚
ま
し
リ
ゾ
ー
ト
エ
リ
ア
と
し
て
の
本
県

の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

新
し
い
県
立
医
大
附
属
病
院
の
開
院
は
、

誰
も
が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

の
実
現
に
明
る
い
展
望
を
開
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
紀
淡
連
絡
道
路
や
関
西
国
際

空
港
の
全
体
構
想
を
次
世
代
を
支
え
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
着
実
に
推
進
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

折
し
も
、
地
方
分
権
が
正
念
場
を
迎
え
、

私
は
、
開
か
れ
た
・
活
力
あ
る
議
会
を
め

ざ
す
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
役
割
と
責
任
を

果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

県
民
の
皆
様
方
の
ご
多
幸
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

和
歌
山
県
議
会
議
長下

川

俊
樹

お問い合わせは
和歌山女性少年室　t（0734）22ー4743 和歌山市中之島2249へ

（改正法のパンフレットもあります）

お問い合わせは、県庁水・土地政策課　t（0734）41ー2376へ

国土利用計画和歌山県計画
国土利用計画和歌山県計画が改定されました。

基本理念 ・健康で文化的な生活環境の確保
・県土の均衡ある発展

改
正
の
ポ
イ
ン
ト�

事
　
項�

改
正
法�

現
行
法�

■
男
女
雇
用
機
会
均
等
法�

募
集
・
採
用�

配
置
・
昇
進�

教
育
訓
練�

福
利
厚
生�

定
年
・
退
職
・
解
雇�

女
性
の
み
・
女
性
優
遇�

調
　
　
停�

制
　
　
裁�

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン�

セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト�

母
性
健
康
管
理（
※
）�

禁
　
　
止�

禁
　
　
止�

禁
　
　
止�

一
部
禁
止�

禁
　
　
止�

原
則
と
し
て
禁
止�

一
方
申
請
を
可
と
す
る�

企
業
名
の
公
表�

国
に
よ
る
援
助�

事
業
主
の
配
慮
義
務�

義
務
化�

努
力
義
務�

努
力
義
務�

一
部
禁
止�

一
部
禁
止�

禁
　
　
止�

適
　
　
法�

双
方
の
同
意
が
条
件�

（
規
定
な
し
）�

（
規
定
な
し
）�

（
規
定
な
し
）�

努
力
義
務�

差別の禁止�■
労
働
基
準
法�

女
性
の
時
間
外
・�

休
日
労
働
、深
夜
業�

多
胎
妊
娠
に
お
け
る�

産
前
休
業
期
間（
※
）�

規
制
を
解
消�

�

14
週
間�

就
業
を
規
制�

�

10
週
間�

■
育
児
・
介
護
休
業
法�

深
夜
業�

（
規
定
な
し
）�

育
児
ま
た
は
家
族
介

護
を
行
う
労
働
者
の

深
夜
業
の
制
限�

施
行
は
平
成
11
年
４
月
か
ら
（
※
は
平
成
10
年
４
月
か
ら
施
行
）�

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
と
は�

女
性
労
働
者
の
能
力
発
揮
促
進
の
た
め
の
企
業
の
積
極
的
取
り
組
み�

県土の利用目的に応じた区分ごとの�
規模の目標　　　　　（単位：100ha、％）�
区　　分�

農 用 地�

森　　林�

原　　野�

水面・河川・水路�

道　　路�

宅　　地�

そ の 他 �

合　　計�

�
平成7年�

8.3�

77.1�

0.0�

3.1�

2.2�

3.1�

6.1�

100.0

構成比�平成7年�平成22年�
（基準年）�（目標年）�

�
平成22年�

7.4�

76.6�

0.0�

3.2�

2.6�

3.7�

6.6�

100.0

�

394�

3,643�

1�

146�

104�

146�

290�

4,724

�

350�

3,624�

1�

149�

121�

174�

310�

4,729

国土利用計画とは？��
　国土利用計画は、国土利用計画法（昭
和49年法律第92号）に基づき策定す
るもので、国土の総合的かつ計画的な
利用を図るための基本方向を示すもの
です。�
　この計画は、全国計画、都道府県計
画、市町村計画の3段階で構成されて
おり、都道府県計画である国土利用計
画和歌山県計画は、全国計画を基本と
して策定し、県土の利用に関する行政
上の指針となるものです。�
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女
性
の
個
人
と
し
て
の
尊
厳
と
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
社
会
は
、
男
性
に
と
っ
て
も

生
き
や
す
い
社
会
で
す
。
21
世
紀
は
「
人

権
の
世
紀
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
女
性
の
人
権
に

つ
い
て
の
問
題
な
ど
を
連
載
し
ま
す
。
一

人
ひ
と
り
の
人
権
の
確
立
に
向
け
て
、
県

民
の
皆
さ
ん
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
第
３
次
） 均等法が変わります！

平成11年4月
改正男女雇用機会均等法　スタート

雇用の分野における女性に対する差別を禁止した「改正男女雇用機会均等法

（改正均等法）」が平成11年4月から施行されます。それぞれの職場で、改正均

等法に沿った雇用管理の見直しを行ってください。改正のポイントは次のとお

りです。

〈解説〉
改正均等法は、募集・採用、配置・昇進、教育訓練、福利厚生、定年・退

職・解雇の各分野において、女性に対する差別を禁止することとしています。

これまで事業主の努力義務であった募集・採用、配置・昇進については、例

えば「男性正社員募集」「営業へは女性は配置しない」などのように女性を排除

したり、「女性は自宅通勤に限る」「課長以上の昇進は男性のみ」などのように

女性を不利に扱ったりすることは禁止されます。

またこれまで「新入社員研修」「管理職研修」「業務研修」の3つのみが禁止

とされていた教育訓練についても全て禁止となります。

これまで適法とされていた「女性パート募集」「女性のみ接遇訓練」のように、

女性のみや女性を優遇する取扱いについても原則として禁止され、法律違反と

なります。これは、女性のみ・女性優遇が、女性の職域の固定化や男女の仕事

の分離につながり、女性に対する差別的効果があるということからです。

改正均等法は、職場におけるセクシュアルハラスメント（性的嫌がらせ）を

防止するために、事業主に雇用管理上必要な配慮をしなければならないとして

います。

また平成10年4月からは、これまで事業主の努力義務であった妊娠中及び出

産後の女性労働者が健康診査等を受けるために必要な時間の確保や、医師の指

導に基づく勤務の軽減等を行うことを事業主に義務づけています。

均等法と併せて改正された労働基準法では、女性の時間外・休日労働、深夜

業の規制が解消され、育児・介護休業法では新たに育児や家族介護を行う労働

者の深夜業の制限が設けられます。

※構成比の合計は、四捨五入の関係で100％になっていません。









高
校
生
活
の
三
年
間
の
中
で
の
同
和
Ｌ
Ｈ

Ｒ
で
学
ん
で
き
た
こ
と
が
今
日
の
お
話
を
聞

い
て
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在

の
私
達
に
と
っ
て
部
落
問
題
と
い
う
の
は
、

授
業
で
習
う
だ
け
の
存
在
と
い
う
印
象
が
強

く
、
全
く
と
言
っ
て
良
い
ほ
ど
現
実
味
の
な

い
問
題
で
、
い
ず
れ
部
落
問
題
に
つ
い
て
は

触
れ
る
こ
と
も
な
く
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
終

結
宣
言
と
い
う
の
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
れ
も
部
落
問
題
を
失
く
そ
う
と
闘

い
、
努
力
さ
れ
た
方
達
の
力
が
あ
っ
て
こ
そ

の
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
ま

ま
、
時
の
流
れ
に
よ
っ
て
部
落
問
題
が
忘
れ

去
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
良
い
の

で
し
ょ
う
か
？
こ
れ
か
ら
も
同
和
学
習
を
通

し
て
過
去
の
事
実
を
伝
え
て
ゆ
く
べ
き
だ
と

私
は
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
現
在
、
世
界
じ

ゅ
う
の
あ
ち
こ
ち
で
根
強
く
差
別
が
存
在
し

て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
ら
が
ま
ち
が
っ
て

い
る
こ
と
だ
と
理
解
し
失
く
し
て
ゆ
く
こ
と

は
、
容
易
で
は
な
く
時
間
が
か
か
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
例
え
失
く
せ
た
と
し
て
も
本

当
に
そ
れ
で
終
わ
り
か
？
と
い
う
と
そ
う
は

思
え
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
あ
や
ま
ち
を
二
度
と

く
り
返
さ
な
い
た
め
に
も
部
落
問
題
を
忘
れ

て
し
ま
っ
て
は
い
け
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
こ
ん
な
言
い
方
を
す
る
の
は
、
い
け
な

い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
達
に
と
っ

て
部
落
問
題
と
い
う
の
は
同
じ
あ
や
ま
ち
を

私
達
に
く
り
返
さ
せ
ず
、
新
た
に
差
別
を
生

み
だ
さ
せ
な
い
た
め
の
道
し
る
べ
で
あ
り
、

差
別
問
題
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
ゆ
く

た
め
の
良
い
資
料
に
な
り
う
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？
過
去
に
人
々
を
苦
し
め
た
悪

い
事
実
で
あ
っ
た
と
し
て
も
今
で
は
大
切
な

歴
史
の
一
つ
で
す
。
目
を
向
け
た
く
な
い
、

忘
れ
て
し
ま
い
た
い
よ
う
な
事
実
だ
か
ら
こ

そ
部
落
問
題
を
知
ら
な
い
世
代
に
伝
え
る
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
は
、
お
世
辞
に
も
同
和
学
習
に
ま
じ
め

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、

学
習
の
た
び
に
聞
く
過
去
の
差
別
問
題
を
知

り
、
当
時
の
部
落
地
域
が
ど
こ
な
の
か
は
知

り
ま
せ
ん
が
、
部
落
地
域
で
あ
っ
た
場
所
で

暮
ら
す
人
、
そ
う
で
な
い
人
も
、
関
係
な
く

同
じ
よ
う
に
部
落
問
題
を
過
去
の
出
来
事
と

し
て
見
つ
め
ら
れ
る
の
は
素
晴
ら
し
い
こ
と

で
あ
り
、
そ
ん
な
時
代
に
生
ま
れ
る
こ
と
が

で
き
て
幸
福
だ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
ふ

う
に
数
あ
る
差
別
も
き
っ
と
失
く
せ
る
の
で

は
な
い
か
・
・
・
と
感
じ
ま
し
た
。

今
日
の
講
演
は
、
た
め
に
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平成11年

1月

1（金）

2（土）

3（日）

4（月）

5（火）

6（水）

7（木）

8（金）

9（土）

10（日）

11（月）

12（火）

13（水）

14（木）

15（金）

16（土）

17（日）

18（月）

19（火）

20（水）

21（木）

22（金）

23（土）

24（日）

25（月）

26（火）

27（水）

28（木）

29（金）

30（土）

31（日）

ま
で
に
〒
642
―
０
０
０
１
海
南
市
船
尾
370

―
１
県
立
自
然
博
物
館「
談
話
会
係
」
へ

く
わ
し
く
は
申
込
先
t（
０
７
３
４
）

83
―
１
７
７
７
へ

信
楽
焼
菓
子
鉢
づ
く
り

日
時

２
月
28
日
午
後
１
時
〜

会
場

紀
北
青
年
の
家
（
か
つ
ら
ぎ
町
）

対
象

小
学
４
年
生
以
上
40
人
（
先
着
順
）

申
込

１
月
26
日
午
前
９
時
か
ら
電
話
で

会
場
t（
０
７
３
６
）22
―
５
５
３
０
へ

く
わ
し
く
は
会
場
へ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル

期
日

２
月
26
〜
28
日
（
２
泊
３
日
）

会
場

潮
岬
青
年
の
家
（
串
本
町
）

対
象

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
興
味
の
あ

る
方
・
指
導
者
、
教
育
関
係
者
、
青
少
年

各
種
団
体
の
指
導
者
な
ど

定
員

60
人
（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込

会
場
へ
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

（
０
７
３
５
）62
―
０
１
８
２
へ

く
わ
し
く
は
申
込
先
へ

シ
リ
ー
ズ
・
ス
キ
ュ
ー
バ

期
日

２
月
13
〜
14
日
（
１
泊
２
日
）

会
場

白
崎
少
年
自
然
の
家
（
由
良
町
）

対
象

県
内
在
住
の
中
学
生
以
上
30
人

申
込

電
話
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
（
学
年
・

保
護
者
名
）、
電
話
番
号
を
１
月
23
日
ま
で

に
会
場
t（
０
７
３
８
）65
―
２
３
５
１
へ

く
わ
し
く
は
申
込
先
へ

シ
リ
ー
ズ
・
自
然
塾
【
冬
】

期
日

１
月
23
〜
24
日
（
１
泊
２
日
）

会
場

白
崎
少
年
自
然
の
家
（
由
良
町
）

対
象

県
内
在
住
の
小
学
４
年
生
〜
中
学

生
40
人
と
そ
の
保
護
者
（
申
込
多
数
の
場

合
抽
選
）

申
込

電
話
で
１
月
19
日
ま
で
に
会
場
t

（
０
７
３
８
）65
―
２
３
５
１
へ

く
わ
し
く
は
申
込
先
へ

東
京
学
生
寮
（
調
布
市
）
入
寮
者

資
格

東
京
近
辺
の
４
年
制
大
学
に
入
学
予

定
・
在
学
の
男
子
で
、
保
護
者
が
和
歌
山
県
在
住

平成11年（1999年）1月1日 6

募

集

おしらせINFORMATION

く
わ
し
く
は
申
込
先
t（
０
７
５
）４

１
４
―
９
０
２
６
へ

消
費
者
モ
ニ
タ
ー

資
格

20
歳
以
上
の
一
般
消
費
者

定
員

和
歌
山
地
区
　
約
10
人

任
期

４
月
１
日
〜
平
成
12
年
３
月
31
日

申
込
方
法
な
ど
く
わ
し
く
は
公
正
取
引

委
員
会
事
務
総
局
近
畿
中
国
四
国
事
務
所

取
引
課
t（
06
）６
９
４
１
―
２
１
７
５
へ

教
育
改
革
モ
ニ
タ
ー

20
歳
以
上
（
議
員
、
公
務
員
、
行
政
相

談
員
は
除
く
）
の
方
に
、
教
育
改
革
に
つ

い
て
意
見
を
文
部
省
へ
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

定
員

１
人
（
任
期
は
２
年
）

申
込

２
月
４
日
ま
で
に
県
教
育
委
員
会

総
務
課
へ

く
わ
し
く
は
申
込
先
へ

要
約
筆
記
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会

難
聴
や
中
途
失
聴
な
ど
の
障
害
の
あ
る

方
の
た
め
に
、
聞
い
て
、
ま
と
め
て
、
書

い
て
伝
え
る
の
が
要
約
筆
記
で
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
希
望
者
を
対
象
に
説
明
会
を
行

い
ま
す
。
１
回
だ
け
の
参
加
も
歓
迎
。

期
日

１
月
14
日
、
２
月
４
日
、
３
月
４

日
。
午
後
２
〜
４
時

場
所

県
身
体
障
害
者
総
合
福
祉
会
館

（
和
歌
山
市
）

申
込

開
講
日
の
４
日
前
ま
で
に
和
歌
山

要
約
筆
記
会
t（
０
７
３
４
）45
―
０
８

８
１
へ
。
当
日
受
付
も
あ
り
ま
す

く
わ
し
く
は
申
込
先
へ

県
立
自
然
博
物
館
談
話
会

「
和
歌
山
城
の
自
然
」

和
歌
山
城
の
自
然
と
植
物
・
野
鳥
を
中

心
と
し
て
紹
介
し
、
都
市
に
囲
ま
れ
た
自

然
環
境
の
現
状
と
保
全
に
つ
い
て
話
し
合

う
。
入
館
料
が
必
要
で
す
。

日
時

２
月
11
日
午
後
１
〜
４
時

場
所

県
立
自
然
博
物
館
（
海
南
市
）

対
象

小
学
５
年
生
以
上
60
人
（
先
着
順
）

申
込

往
復
ハ
ガ
キ
に
氏
名
、
年
齢
（
学
年
）、

住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
１
月
28
日

定
員

１
年
生
＝
10
人
、
２
〜
４
年
＝
若
干
名

居
室

一
人
部
屋
（
洋
室
）

申
込

１
月
15
日
〜
２
月
26
日
（
必
着
）

ま
で
に
必
要
書
類
を
〒
182
―
０
０
１
６

調
布
市
佐
須
町
３
―
16
―
２
（財）
和
歌
山

県
奨
学
会
東
京
学
生
寮
へ

面
接

２
月
27
日
＝
県
民
文
化
会
館
（
和

歌
山
市
）、
２
月
28
日
＝
西
牟
婁
振
興
局

（
田
辺
市
）

入
寮
費
用
な
ど
く
わ
し
く
は
県
教
育
委

員
会
総
務
課
、
申
込
先
t（
０
４
２
４
）

82
―
２
３
９
０
へ

再
就
職
希
望
女
性
の
技
術
講
習
会

科
目
・
場
所

パ
ソ
コ
ン
・
和
歌
山
市

定
員

20
人

期
間

２
月
15
日
〜
３
月
15
日
の
月
〜
金
曜
日

申
込

１
月
20
〜
22
日
に
女
性
セ
ン
タ
ー

啓
発
課
t（
０
７
３
４
）35
―
５
２
４
５
へ

※
一
時
保
育
（
２
歳
〜
就
学
前
幼
児
）
希

望
者
は
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、

パ
ソ
コ
ン
１
台
を
２
人
で
使
用
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
申
込
先
へ

仕
事
と
育
児
両
立
支
援
セ
ミ
ナ
ー

日
時

２
月
27
日
午
後
１
時
〜

会
場

県
女
性
セ
ン
タ
ー
（
和
歌
山
市
）

定
員

先
着
40
人
（
２
歳
〜
就
学
前
幼
児

の
一
時
保
育
有
。
申
込
は
２
月
15
日
ま
で

に
会
場
へ
）

申
込

電
話
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
勤
務
先
を
会

場
t（
０
７
３
４
）35
―
５
２
４
５
、
フ

ァ
ッ
ク
ス（
０
７
３
４
）35
―
５
２
４
７
又

は
（財）
21
世
紀
職
業
財
団
t（
０
７
３
４
）

75
―
１
７
６
５
、
フ
ァ
ッ
ク
ス（
０
７
３

４
）75
―
１
７
６
６
へ

く
わ
し
く
は
申
込
先
へ

人
権
講
座

期
日

１
月
23
日
・
２
月
27
日
・
３
月
27
日

場
所

和
歌
山
ビ
ッ
グ
愛
（
和
歌
山
市
）

対
象

県
内
在
住
・
通
勤
の
方
で
、
人
権

問
題
に
関
心
が
あ
り
、
今
後
、
地
域
・
職

域
で
人
権
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け

る
方
80
人
（
先
着
順
）

県
営
住
宅
「
城
北
団
地
」
新
規
入
居
者

鉄
筋
13
階
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
付
き
、
駐

車
場
33
台

募
集
戸
数
　

一
般
向

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
＝
35
戸
、２
L
D
K
＝
10
戸

特
定
公
共
賃
貸

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
＝
７
戸
（
中

堅
所
得
者
向
）

申
込
用
紙
配
布
　
１
月
11
〜
29
日
に
県
住

宅
供
給
公
社
、
県
庁
住
宅
課
、
各
振
興
局
、

和
歌
山
市
、
海
南
市
、
海
草
郡
内
各
町
で

受
付

２
月
１
・
２
日
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
に
経
済
セ
ン
タ
ー
10
階
へ

抽
選

２
月
３
日
　

入
居

３
月
１
日

く
わ
し
く
は
県
住
宅
供
給
公
社
t（
０

７
３
４
）
25
―
６
８
８
５
へ

わ
か
や
ま
く
ら
し
の
モ
ニ
タ
ー

資
格

県
内
在
住
で
20
歳
以
上
。
消
費
者

問
題
や
物
価
問
題
に
関
心
を
持
ち
、
県
民

生
活
の
安
定
向
上
の
た
め
県
行
政
の
推
進

に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方

定
員

100
人
（
応
募
多
数
の
場
合
選
考
。

採
用
者
に
の
み
通
知
）

任
期

４
月
１
日
〜
平
成
12
年
３
月
31
日

申
込

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
電
話
番
号
、
応
募
理
由
を
記
入
し
、

２
月
１
日
（
必
着
）
ま
で
に
県
庁
県
民
生

活
課
「
わ
か
や
ま
く
ら
し
の
モ
ニ
タ
ー
」

係
へく

わ
し
く
は
申
込
先
へ

農
林
水
産
食
料
品
消
費
モ
ニ
タ
ー

資
格

和
歌
山
市
及
び
そ
の
周
辺
に
在
住
の
女
性

定
員

20
人
（
応
募
多
数
の
場
合
選
考
）

任
期

４
月
１
日
〜
平
成
12
年
３
月
31
日

申
込

往
復
ハ
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
家
族
構
成
、

職
業
の
有
無
、
官
公
庁
モ
ニ
タ
ー
の
経
験

の
有
無
を
記
入
し
、
２
月
10
日
（
必
着
）

ま
で
に
〒
602
―
８
０
５
４
京
都
市
上
京

区
西
洞
院
通
り
下
長
者
町
下
ル
近
畿
農
政

局
消
費
者
行
政
室
消
費
経
済
係
へ

こ
の
連
載
は
、
県
同
和
委
員
会
が
毎
年
募
集
す
る
同
和
運
動
啓
発
作
文

の
入
選
作
品
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
の
中
で
素
直
に
見
つ
め
た
「
人
権
」

へ
の
ま
な
ざ
し
。

私
た
ち
大
人
へ
の
呼
び
か
け
で
す
。

（
平
成
9
年
度
入
選
作
品
）

「
夢
を
ふ
く
ら
ま
せ
た
伊
都
高
校
の

卒
業
生
た
ち
」
の
講
演
を
聞
い
て

和
歌
山
県
立
　
伊
都
高
校
　
３
年
　
高
際
　
く
み
子

同和連載�

「県民の友」もご覧になれる和歌山県のインターネットホームページはhttp://www.wakayama.go.jp/

申
込

ハ
ガ
キ
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
年
齢
、
所
属
（
勤
務

先
・
団
体
名
等
）
を
記
入
し
、
１
月
18
日

ま
で
に
県
庁
福
祉
保
健
総
務
課
フ
ァ
ッ
ク

ス（
０
７
３
４
）
25
―
６
５
６
０
へ
。
一

時
保
育
（
２
歳
〜
就
学
前
幼
児
）
希
望
者

は
そ
の
旨
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
申
込
先
へ

輝き

の
国
女
性
セ
ミ
ナ
ー
（
那
賀
地
方
）

期
日

２
月
３
・
10
・
17
日

場
所

那
賀
総
合
庁
舎
ほ
か

内
容

女
性
セ
ン
タ
ー
見
学
や
、
介
護
保

険
、
環
境
問
題
に
つ
い
て

申
込

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
（
連
絡
先
）
を
記
入
し
、
〒
649
―

６
２
２
３
那
賀
振
興
局
県
民
行
政
部
総
務
課

「
輝
の
国
女
性
那
賀
セ
ミ
ナ
ー
」
係
へ
。
手

話
通
訳
・
一
時
保
育
（
２
歳
〜
就
学
前
幼
児
）

希
望
者
は
そ
の
旨
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
申
込
先
t（
０
７
３
６
）

61
―
０
０
０
５
へ








